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６月定例家畜市場
前回に続き高値で取引

御嶽はくさいの出荷始まる

　６月４日　長野県中央家畜市場（木曽町）で
定例６月市場が開催され272頭の取引が成立し
ました。
　子牛全体の平均価格は895,007円（税込み）
で、前回４月より31,524円上がりました。木
曽管内出荷頭数は61頭で平均価格は前回より
27,090円上げて866,078円（同）でした。６
月に枝肉相場は下がっていますが、全国的な子
牛不足で、
新規の購買
者もあり前
回に続き活
発な取引と
なりました。

　当ＪＡ主力品目の「御嶽はくさい」の出荷が
６月中旬から木祖村で始まりました。
　６月17日　木祖村の生産農家 青木裕一さん
の大原圃場では家族の皆さんと早朝から４月中
旬に苗を植え、順調に育ったハクサイを収穫し
段ボール箱に詰める作業に励んでいました。
　もう１つの主産地の開田高原でも６月下旬か
ら出荷が始まりました。出荷開始に先立ち、６
月11、12日に正副野菜生産部会長と組合長ら
ＪＡの役職員が販売促進のため、中京・京阪の
青果市場を訪
問しＰＲしま
した。市場関
係者からの要
望を聞くなど
意見交換を行
いました。

三岳で梅出荷
　６月22日　三岳梅部会の梅出荷が行われまし
た。在来品種の「三尾紅梅」と大粒の「白加賀」
の２種類で９人の生産者から合計約880㎏の出荷
となり、郡内で消費されるほか塩尻市のワイン製
造会社へ梅酒
の原料として
販売されまし
た。今年は品
質良好で大粒
な実が多く昨
年より出荷量
も増えました。

トマト栽培研修会・稲作現地指導会　情報交換の場にも
　６月12日　上松・大桑・南木曽３地区合同で
トマト栽培の技術向上を目的に研修会を開催し、
大桑村の生産者 古根さんのハウスに17人が集ま
りました。生産ピークを９月と捉え、追肥のタイ
ミングや裂果させない水やり方法な
どを研修しました。ＪＡの五島技術
員は、「研修会はヒントを交換する
場。研修で感じたことはすぐに実行
しよう」と呼びかけました。
　６月初旬にＪＡと木曽農業農村支
援センター合同で各地区巡回による
稲作現地指導会を開催しました。昨

今の気象状況等を踏まえ例年より２週間ほど早い
開催となりました。斑点米カメムシ対策や水管
理、雑草防除など地区ごとに適期の生育管理を行
うよう指導がありました。

牛頭観音畜霊祭
　６月23日　畜産生産部会で牛頭観音畜霊祭
を開催し、部会員やＪＡ関係者が出席しました。
中央家畜市場敷地内の慰霊碑の前で長福寺（木
曽町福島）
住職が読経
し参加者全
員で線香を
あげ供養し
ました。



女性部だより
さわやか教室

　６月15日　女性部奈良井支部で恒例の朴葉巻き
作りを行いました。この地域では朴葉餅と呼び、部
員・職員等で430個余りを作りました。今年も楢川
小中学校に呼びかけ、３年生６人が参加し、部員の
手ほどきで１人２個ずつ餡を米粉の生地で包み朴の
木の葉でくるみました。蒸し上がるまで女性部員の
作業を見たり、葉でくるむのを手伝ったりして交流
しました。
　初めての体験
という児童が多
く「餡を包むの
が面白かった」
と喜んでもらえ
ました。

地域の「食」子どもたちへ伝えるさわやか教室
　６月19日　さわやか教室で日帰り旅行に
出かけました。旅行は２年ぶりの開催で定
員を上回る60人が参加しました。部員が
減少し、支部単独で旅行の開催は難しいた
め皆で参加した支部もあり、中野市でさく
らんぼ狩り、小布施町で散策や食べ歩きを
楽しみ、部員同士の親睦も深めました。今
年度は秋
にも日帰
り研修旅
行、郡内
ウォーキ
ングが計
画されて
います。

日帰りバス旅行で親睦

部員募集中！ 食と農を基本に学習、体験、交流をしませんか。管内12の支部の活
動と本部主催のさわやか教室、２グループ（スコップ三味線・フラダ
ンス）に参加していただけます。見学や体験も受け付けています。
お問い合わせ先： ＪＡ木曽企画管理部組合員課（女性部担当）☎ 0264-22-2128

各支所にも事務局があります

農家じゃなくてもOKゃなくくてもてもOK

ＪＪＡＡ木木木曽曽曽女女女性性性部部部はＪＡ木木 女性木ＪＡ木木曽曽女女性性部部はは
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　梅雨が明けると本格的な夏野菜の収穫時期になります。
　今回は夏野菜をおいしく・長く収穫するための追肥について説明します。

追肥の方法
①タイミング： 固形肥料は２～３週間に１度与え

ます。
②場　　　所： 根は横に広がる習性があり先端か

ら栄養を吸います。
　　　　　　　 畑では株間や畝の肩などの株元か

ら離れた場所に入れると効果的で
す。（図１）

　　　　　　　 プランターや鉢植えでも株から離
れた隅側に与えましょう。（図２）

③施 用 方 法： マルチが張ってある場合は、１度
マルチを剥ぐか切り込みを入れて
から肥料を与えます。固形肥料は
土と混和しないと効果が出にくい
ので必ず土と混ぜます。水がない
と肥料が吸えないので最後にしっ
かり水やりをします。

　液肥の場合は１～２週間に１度与え、水やりと合わせて行う方法と葉面散布する方法があります。
　水やりの場合は株元から畝肩まで全体的にかけると効果的です。葉面散布の場合では朝散布するのが
効果的です。逆に日中の暑い時では焼けてしまうのでご注意ください。

参考：畑 の 倉 庫　肥料を与える方法（hatake-souko.com）
　　　タキイ種苗　追肥の施し方バリエーション｜調べる｜タキイ種苗株式会社（takii.co.jp）
　　　　　　　　　株式会社ハイポネックスジャパン｜ガーデニング・園芸・肥料・薬品の総合情報サイト（hyponex.co.jp）

追肥とは
この時期になると春に施した元肥の効果

が切れ始めてきます。これからの野菜の成長
や実成りのために追加して入れる肥料のこと
を追肥といいます。

追肥の効果
① 不足している栄養を補い元気のない野菜を
元気にする。
②葉物野菜を大きくする。
③実物野菜の実付きを良くする。
　 特にトマトやナス・キュウリ・ピーマンな
どの実物野菜は花を咲かせ実を付けるのに
多くの栄養を必要としますので追肥は必須
です。

追肥の種類
①化成肥料： 即効性のNK-204・N30Ｓ・BB552など。
②液　　肥：即効性のハイポネックスなど
　　　　　　 また遅効性固形肥料のマグァンプｋ小

粒を併用すると効果があがります。

ハイポネックス マグァンプk

図２

土を土を
かぶせるかぶせる

追肥追肥

追肥追肥土を土を
かぶせるかぶせる

図１

茎や根に直接茎や根に直接
触れない触れない
ようにまくようにまく

プランターのプランターの
縁に沿ってまく縁に沿ってまく

追肥のやり方追肥のやり方

マルチの裾をめくりあげるマルチの裾をめくりあげる

マルチに切り込みを入れるマルチに切り込みを入れる

●● マルチ後の追肥 マルチ後の追肥
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特　集
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の
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を

守
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
。
３
ヵ
年
計
画

の
も
と
『
仲
間
づ
く
り
』
に
注
力
す
る
。

御
嶽
は
く
さ
い
や
和
牛
子
牛
等
の
特
産
品

を
通
じ
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
相
互
扶

助
の
精
神
で
組
合
員
と
の
連
帯
を
深
め
、

地
域
と
共
に
支
え
合
う
基
盤
を
構
築
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　５月28日、第53回通常総代会を木曽文化公園文化
ホールで開催しました。総代501人のうち、本人出席
134人、書面出席288人、合計422人が出席しました。
　令和７年度の事業報告、令和８年度事業計画など全４
議案を可決しました。また、「持続可能な農業の確立と
食料安全保障の強化に向けた緊急決議」を提案し承認さ
れました。

　

令
和
７
年
度
の
事
業
環
境
は
、
輸
入
品

価
格
の
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
の

価
格
高
止
ま
り
、
米
不
足
と
米
価
高
騰
が

顕
著
な
１
年
で
し
た
。
管
内
で
は
生
産
者

の
減
少
や
高
齢
化
、
耕
地
面
積
の
縮
小
に

加
え
、
高
温
対
策
が
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
販
売
事
業
は

農
産
物
の
高
値
や
和
牛
子
牛
相
場
の
回
復

に
よ
り
、
前
年
比
１
０
９
・
２
％
と
好
調

で
し
た
。

　

購
買
事
業
は
生
活
関
連
等
の
取
扱
高
増

加
で
計
画
比
１
０
３
％
を
達
成
。
金
融
事

第第
5353
回回 

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

〜
農
業
と
協
同
の
力
で
木
曽
の
未
来
を
さ
さ
え
ま
す
〜

第
53
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

　

令
和
７
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
廃
止

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　

令
和
８
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
決
定
に
つ
い
て

仲
間
づ
く
り
を
通
じ

仲
間
づ
く
り
を
通
じ

地
域
と
支
え
合
う
基
盤
を
構
築

地
域
と
支
え
合
う
基
盤
を
構
築

令
和
７
年
度　

事
業
の
概
況

令
和
７
年
度　

事
業
の
概
況

業
は
ロ
ー
ン
残
高
の
伸
長
や
有
価
証
券
の

積
極
運
用
で
前
年
比
１
１
０
・
８
％
と
な

り
、
共
済
事
業
も
渉
外
担
当
者
の
寄
り
添

う
活
動
に
よ
り
計
画
を
上
回
る
実
績
を
残

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
各
部
門
の
健
闘
に
よ

り
、
３
ヵ
年
計
画
初
年
度
の
事
業
利
益
は

約
６
千
６
百
万
円
、
経
常
利
益
は
約
１
億

２
千
５
百
万
円
、
当
期
剰
余
金
１
４
９
万

円
を
確
保
し
ま
し
た
。
財
務
状
況
に
つ
い

て
も
、
不
良
債
権
比
率
１
・
15
％
、
単
体

自
己
資
本
比
率
20
・
14
％
を
維
持
し
、
強

固
な
健
全
性
を
保
っ
て
い
ま
す
。
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。



《
受
賞
者
》

《
受
賞
者
》

★★ 

退
任
理
事
及
び
監
事
へ
の
功
労
表
彰

退
任
理
事
及
び
監
事
へ
の
功
労
表
彰

      【
特
別
功
労
賞
】

【
特
別
功
労
賞
】

　

前
代
表
理
事
組
合
長

　

前
代
表
理
事
組
合
長

　
　

田
屋　

万
芳

　
　

田
屋　

万
芳

      【
功
労
賞
】

【
功
労
賞
】

　

前
代
表
理
事
専
務
理
事

　

前
代
表
理
事
専
務
理
事

　
　

青
木　

一
孝　

　
　

青
木　

一
孝　

　

前
総
務
金
融
担
当
理
事
長

　

前
総
務
金
融
担
当
理
事
長

　
　

片
田　
　

恵

　
　

片
田　
　

恵

　

前
総
務
金
融
担
当
副
理
事
長

　

前
総
務
金
融
担
当
副
理
事
長

　
　

細
尾　
　

正　

　
　

細
尾　
　

正　

　

前
理
事

　

前
理
事

　
　

征
矢
野
隆
夫　
　

久
保
寺
益
美

　
　

征
矢
野
隆
夫　
　

久
保
寺
益
美

　
　

小
嶋　

正
則　
　

山
下　

清
人

　
　

小
嶋　

正
則　
　

山
下　

清
人

　
　

原　
　

保
弘　
　

棚
垣
外　

健

　
　

原　
　

保
弘　
　

棚
垣
外　

健

　

前
代
表
監
事

　

前
代
表
監
事

　
　

鎌　
　

亮
治

　
　

鎌　
　

亮
治

　

前
監
事

　

前
監
事

　
　

中
村　

裕
子　
　

大
畑　

哲
也

　
　

中
村　

裕
子　
　

大
畑　

哲
也

　
　

尾
崎　

利
輝　
　

原　
　

卓
男

　
　

尾
崎　

利
輝　
　

原　
　

卓
男

★
退
任
部
会
長
へ
の
感
謝
状

★
退
任
部
会
長
へ
の
感
謝
状

　

前
生
産
者
直
売
部
会
長

　

前
生
産
者
直
売
部
会
長

　
　

倉
上　

邦
子

　
　

倉
上　

邦
子

　

前
畜
産
生
産
部
会
長

　

前
畜
産
生
産
部
会
長

　
　

奥
牧　

春
樹

　
　

奥
牧　

春
樹

　

前
花
卉
生
産
部
会
長

　

前
花
卉
生
産
部
会
長

　
　

中
振
田　

勇

　
　

中
振
田　

勇

　　

前
女
性
部
長

　

前
女
性
部
長

　
　

出
口　

礼
子

　
　

出
口　

礼
子

　

前
年
金
友
の
会
協
議
会
長

　

前
年
金
友
の
会
協
議
会
長

　
　

岡
田　

鉄
則

　
　

岡
田　

鉄
則

　

３
ヵ
年
計
画
の
２
年
目
と
な
る
令

和
８
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
優

良
品
目
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
振
興

品
目
の
普
及
に
よ
る
農
業
収
入
増
加

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
国
民
が

必
要
と
し
て
消
費
す
る
食
料
は
、
な

る
べ
く
そ
の
国
で
生
産
す
る
と
い
う

考
え
方
「
国
消
国
産
」
を
通
じ
た
地

産
地
消
と
食
農
教
育
へ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま

や
全
国
に
木
曽
の
農
産
物
の
魅
力
を

伝
え
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
環
境

の
な
か
、
５
年
後
の
２
０
３
０
め
ざ

す
姿
「
農
業
と
協
同
の
力
で
木
曽
の

未
来
を
さ
さ
え
ま
す
」
の
実
現
に
向

け
て
経
営
戦
略
を
思
考
す
る
年
と
位

置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

継
続
と
と
も
に
検
討
実
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
令
和
88
年
度
事
業
計
画

年
度
事
業
計
画    

基
本
方
針

基
本
方
針

議長を務められた議長を務められた
木祖村の笹川高広さん（左）と木祖村の笹川高広さん（左）と
楢川地区の小椋一二三さん（右）楢川地区の小椋一二三さん（右）

議案採決で賛成の挙手をする議案採決で賛成の挙手をする
総代のみなさん総代のみなさん

①
優
良
品
目
強
化
や
振
興

品
目
の
提
案
と
有
害
鳥

獣
・
病
害
虫
対
策
に
よ

り
農
業
収
入
増
加
を
目

指
す
と
と
も
に
、
耕
作

意
欲
が
持
て
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

②
「
食
」
と
「
農
」
を
基

軸
と
し
た
協
同
活
動
を

通
じ
て
組
合
員
と
の
つ

な
が
り
強
化
と
地
域
活

性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
環
境
変
化
に
応
じ
た
収

益
基
盤
の
強
化
と
働
き

や
す
さ
や
効
率
性
の
向

上
に
よ
り
、
経
営
基
盤

を
強
化
し
ま
す
。

重  

点  

項  

目

総
代
会
表
彰
式
（
敬
称
略
）

受賞者の皆さん受賞者の皆さん

★
定
年
退
職
者
へ
の

★
定
年
退
職
者
へ
の

　

感
謝
状

　

感
謝
状

　
　

山
田
み
す
ず

　
　

山
田
み
す
ず

　
　

太
田　

美
和

　
　

太
田　

美
和



健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

脳
ト
レ
！

脳脳脳脳脳脳脳
トトトト
レレレレレレ
！！！    

手
足
の
体
操

手手手手手手
足足足足足足
のののののの
体体体体体体体
操操操操操操操

コ
イ
ン
を
使
っ
た
指
開
き
体
操
で
指
先
を
鍛
え
る

　

加
齢
な
ど
に
よ
り
指
先
の
力
が
減
少

す
る
と
、
も
の
を
つ
ま
ん
だ
り
何
か
を

包
ん
だ
り
と
い
っ
た
日
常
動
作
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
指
開
き
体
操
で
指

先
の
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。
コ
イ
ン
を

落
と
さ
な
い
た
め
に
は
、
指
先
に
し
っ

か
り
と
力
を
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
難
し
い
場
合
は
５
０
０
円
玉
１
枚

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

※ 初めは無理をせず、ゆっくりと
できる範囲で続けましょう。

コインで指開き体操

⑵ 指先を小刻みに動かして、３枚
の500円玉を前後に少しずつず
らしていきます。

応用編

慣れてきたら、500円玉を５枚に
増やしてみましょう。５本の指そ
れぞれで、500円玉を１枚ずつ挟
みます。

⑴ 両手の指先を合わせて、500円
玉を３枚重ねて持ちます。

⑶ 親指同士、人さし指同士、中指
同士で500円玉を挟んで指先を
伸ばします。

旬
の
レ
タ
ス
か
ら
考
え
る
食
品
ロ
ス

　

夏
と
い
え
ば
レ
タ
ス
が
旬
。
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
し
た
食
感
が
特
徴
で
す
。

　

私
の
義
父
母
は
長
野
県
で
米
や
野
菜

を
作
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
だ
っ
た
か
、

近
所
の
い
ろ
ん
な
人
か
ら
レ
タ
ス
を
た

く
さ
ん
も
ら
う
の
で
食
べ
切
れ
ず
、
自

分
の
家
で
育
て
て
い
る
レ
タ
ス
を
捨
て

た
こ
と
が
あ
る
、
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
農
家
が
一
生
懸
命
に
育
て
た
野
菜

を
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
て
は
も
っ
た
い

な
い
で
す
よ
ね
。

　

レ
タ
ス
の
よ
う
に
水
分
が
多
い
野
菜

は
乾
燥
や
蒸
れ
に
弱
く
傷
み
や
す
い
で

す
。
余
っ
た
レ
タ
ス
は
市
販
の
野
菜
保

存
袋
に
入
れ
て
か
ら
野
菜
室
で
保
存
し

て
お
く
と
長
持
ち
し
ま
す
。

　

レ
タ
ス
が
大
量
に
あ
る
と
き
は
、
火

を
通
す
料
理
を
作
る
と
か
さ
が
減
る
た

め
、
た
く
さ
ん
消
費
で
き
ま
す
。
私
が

よ
く
作
る
料
理
の
一
つ
に
、
山
本
麗

子
先
生
の
著
書
『
１
０
１
の
幸
福
な

レ
シ
ピ
』（
講
談
社
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
ゆ
で
レ

タ
ス
の
か
き
油

か
け
」
が
あ
り

ま
す
。
レ
タ
ス

を
ゆ
で
て
、
か

き
油
（
オ
イ
ス

タ
ー
ソ
ー
ス
）

を
か
け
る
だ
け

な
く
そ
う
食
品
ロ
ス

なななななな
くくくくく
そそそそそそ
ううううう
食食食食食食
品品品品品品
ロロロロロ
ススススス
食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

井
出　

留
美

で
す
。
こ
の
食
べ
方
は
香
港
の
料
理
店

で
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
他
に
も
、
ゆ

で
た
豚
肉
に
た
れ
を
付
け
て
レ
タ
ス
に

包
ん
で
食
べ
る
「
ゆ
で
豚
の
レ
タ
ス
包

み
」
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
ウ
ー
・
ウ
ェ
ン
さ
ん
の

『
10
品
を
繰
り
返
し
作
り
ま
し
ょ
う
』

（
大
和
書
房
）
の
「
レ
タ
ス
と
桜
え
び

の
ス
ー
プ
」
も
よ
く
作
り
ま
す
。
鍋
に

た
く
さ
ん
の
水
と
乾
燥
桜
エ
ビ
を
入
れ

て
火
に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら
弱
火
で
５

分
煮
て
、
レ
タ
ス
を
ち
ぎ
っ
て
入
れ
、

煮
立
っ
た
ら
粗
塩
、
こ
し
ょ
う
、
ご
ま

油
を
加
え
、
味
を
調
え
て
出
来
上
が
り

で
す
。

　

レ
タ
ス
の
お
ひ
た
し
も
い
い
で
す

ね
。
お
ひ
た
し
は
ち
ぎ
っ
た
レ
タ
ス
に

だ
し
を
か
け
、
塩
を
振
っ
て
味
を
調
え

る
だ
け
で
す
。
ま
た
、
ハ
ク
サ
イ
を
千

切
り
に
し
て
塩
も
み
し
、
塩
昆
布
・
ツ

ナ
缶
と
合
わ
せ
る
と
お
い
し
い
サ
ラ
ダ

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
ハ
ク
サ
イ
の
代

わ
り
に
、
ち
ぎ
っ
た
レ
タ
ス
を
使
う
の

も
艮
い
で
す
。

　

レ
タ
ス
を
含
む
野
菜
は
食
品
ロ
ス
の

原
因
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
農
林

水
産
省
「
食
品
ロ
ス
統
計
調
査
」（
平

成
26
年
度
）
よ
り
）。
ま
ず
は
野
菜
を

有
効
に
活
用
し
、
全
体
の
食
品
ロ
ス
も

削
減
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

基本編



介護センターからのお知らせ介護センターからのお知らせ

補聴器相談コーナー設置しました！補聴器相談コーナー設置しました！

押し売り、セールス一切しません‼
聴力測定だけでもＯＫです。
まずはご自分の現在の聴力を確認す
ることから始めてみませんか？

ご相談・お申込み：ＪＡ木曽 介護センター　TEL：0264-21-2113

聞こえについて不安、心配などありませんか？
一人で悩まないでお気軽にお声をかけてください！

★専門スタッフが相談に応じます。
★予約不要、当日ご来店ください。
★来店できない場合は、ご訪問も
できます。その場合はお電話で
ご予約ください。

しつこい

聞こえの相談会（毎月第１木曜日開催）
開催日： ８月６日㈭、９月３日㈭、 

10月８日㈭（※10月のみ第２木曜日）、11月５日㈭
時　間：午前10時～午後２時
★お気軽にご相談ください（新聞折込みでもご案内いたします）

ご安心ください！ご安心ください！

ＪＡＪＡ木曽木曽広報誌表紙広報誌表紙等等写真募集写真募集
■ テ  ー  マ  『木曽の農とくらし』… 将来へ残したい木曽農村の四季の風景や 

風物詩、農作業のようす
■ 撮影地域  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）で2024年１月１日以降に撮影したもの。
■ 応募締切  2026年（令和８年）８月31日㈪
■ 応募資格  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）に在住の方。（県郡外者は木曽出身者に限ります）
■ 応募規格 ⑴ デジタルカメラ、スマートフォンで撮影したカラー写真に限ります。（800万画素以上、解

像度300dpi以上、ＪＰＥＧ形式、最高画質モード、合成・加工・修正・組写真不可）
 ⑵写真サイズは横長・縦長問いません。
 ⑶ 被写体の肖像権（顔の判別不可含む）や場所については撮影者が必ず了解を得てください。
■ 応募方法 ⑴応募作品のプリント見本（カラープリントＡ４判）をご提出ください。
 　一人何点でも応募可能です。ただし、未発表の作品に限ります。
 ⑵ 応募作品の裏面に下記項目を表記した応募票を貼付してください。
 　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤タイトル　⑥撮影地、撮影時期（年月日）
 　※ ＪＡ木曽ホームページにも応募票を掲載しておりますので印刷して使用してください。
■ 審　　査 ＪＡ木曽の関係者等により厳正に審査を行います。
■ 発　　表  審査結果は、ＪＡ広報誌、ホームページ等で発表します。採用者には別途、審査結果をご連

絡し、写真データ（ＣＤ-Ｒ又はＥメール）を提出していただきます。
■ 賞　　品 ・採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券10,000円
 ・応募者全員に参加賞を進呈
応募に際しては、応募上の注意事項等を定めた応募要項がありますので必ずご覧ください。ＪＡ木曽各支所、本
所にご用意しています。当ＪＡのホームページでもご覧いただけます（アドレス　本誌14ｐ欄外参照）。

〒397-0001  木曽郡木曽町福島2800ＪＡ木曽 企画管理部 組合員課  広報係
電話  0264-22-2128  Ｅメール  kouhou@kis.nn-ja.or.jp

2027年版

応募作品送付と
お問い合わせ先



理事会だより理事会だより

●７月１日㈬ 開催
【協議事項】
①５月末（第１四半期決算）事業状況について
②参与の承認について
③令和８年度ＪＡ木曽理事報酬について
④諸規程の改正について　
⑤役員賠償責任保険の更新について　
⑥マネロン対策取組状況について
⑦令和７年度ディスクロージャー誌について
⑧組合員の出資口数の減資について
⑨ 木曽地域振興㈱第１四半期決算状況につい
て

【報告事項】
①業務一般経過報告について　
②組合員の状況について　
③農業生活事業報告について
④金融共済事業報告について　
⑤第１四半期余裕金運用状況について　
⑥ 令和８年度第２四半期余裕金運用方針の報
告について　
⑦Ａコープ改修工事業者選定について
⑧広報ＪＡきそ「組合員の声を聴く」投稿報告
⑨組合員の脱退について ほか

ＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、
印鑑をご持参ください。

・７月29日㈬　北部支所
・８月６日㈭　南部支所
　相談時間　10時～15時30分

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

■「なんでも相談会」開催ご案内

■ 盆提灯・新盆返礼品
　盆提灯と返礼品の展示をしております。家
紋入り提灯は、７月末まで承ります。ご先祖
様、新仏様が帰ってくる大事なお時間に、お
迎えのともしびをお供えいただければと存じ
ます。ご注文の際は、お家の家紋がわかるも
のをお持ちいただければ幸いです。ご来館を
お待ちしております。

歯科診療所お盆休みのお知らせ歯科診療所お盆休みのお知らせ

　ＪＡ歯科診療所はお盆期間の８月13日㈭
～16日㈰を休診とさせていただきます。

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

月　日 場　所 時　間
７／22 ㈬

ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時

７／28 ㈫
８／ ３  ㈪
８／ ９  ㈰
８／14 ㈮

【お詫びと訂正】
本誌６月号　11ページ
　 中部支所　スマイルサポーター 
（誤）新井奈智代　（正）若井奈智代
 以上、お詫びして訂正いたします。
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おたよりコーナー 令和８年５月にい令和８年５月にい
ただいたおたよりただいたおたより
からから

91才という年齢になってもなんとか自
宅の庭の畑で野菜を作っている。猫の額
ほどの広さですが、自分なりに楽しんで
やっております。 （上松：Ｈさん）松 ）や す （ 松

今年から中学生です。先週野菜の苗を買い
植えました。今年は初めてナスを植えたの
で育つのが楽しみです。その他はトマトや
枝豆を植えました。 （大桑：Ｔさん）

庭の隅に４～５本のレンゲソウが咲いた。
子どもの頃寝転がってよく叱られた。懐か
しくもあり、種も蒔いていないのにいきな
りで不思議でもあった。 （南木曽：Ｆさん）

国消国産
「信州産もっと
　　  　推し党」
公式Instagram

ＪＡグループＨＰ

お申し込み・お問い合わせは
㈱長野県A・コープまごころ宅配センター

026-214-7817

① 米は寿司用に少し硬めに炊きます。
②  ①にらっきょう酢を振りかけ、切るように混ぜ、酢飯を作ります。
③ きゅうりは千切りにします。
④ うなぎ蒲焼はレンジなどで温め、１㎝ 幅に切ります。
⑤ スライスチーズと板のりは半分に切ります。
⑥  巻きすに板のりを置き、②を平らに広げ、スライスチーズをのせます。
⑦  ⑥に③と④を適量おき、端から巻き、巻きすの上か 
ら形を整えます。

⑧⑦を食べやすい厚さに切り、皿に盛り付けます。
　※うなぎのタレを少量かけてお召し上がりください。

　らっきょう酢はエーコープマーク品の中で１・
２を争う大人気の超ロングセラー商品です。名前
の通り「らっきょうを漬ける」だけではなく、酢
飯やマリネ、酢の物などこれ１本で味が決まりま
す。お寿司以外にもきゅうりやオクラ、トマトな
どの夏野菜、冬はだいこんやかぶなどを漬けるピ
クルスや、手羽元を煮込んださっぱり煮など色々
なお料理にお使いいただけます。ご家庭に１本常
備してみてはいかがでしょう。

一口メモ

米 ………………………… ２合
らっきょう酢 …………… 適量
うなぎ蒲焼  （カット）  … ２枚

きゅうり ………………… １本
スライスチーズ ………… ４枚
板のり …………………… ３枚
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線

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○） 正組合員 准組合員 その他

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

き り と り 線

2026.７月号



□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　亀子 宗樹

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
202６.７月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱ 環境に優しい再生紙と

ベジタブルインキを使用しています。

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

『
⑥
・
⑦
・
⑧
』

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

★
当
選
者
の
発
表
は
、
賞

品
の
お
届
け
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６月号の答え

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

今回は南木曽町妻籠宿からの問題です。
左右の写真を比べると、３ヵ所の違いがあります。
挑戦してください。クイズの解答を募集します。

　右下のハガキを点線で切り取り、必要事項をご記入
の上、ＪＡ木曽本支所窓口、Ａ・コープきそ店備え付
けの応募箱へお出しいただくか郵送してください。
　ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　７月31日㈮ 必着
投函日にご留意ください。
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　正解者の中から抽選で８名の方に
13ページのレシピで紹介
Ａ・コープらっきょう酢
500ml１本をプレゼント。

酢の物、肉・魚を煮る、
ドレッシングとして…
使い方は様々です！

今月のプレゼント

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和10年５月
31日まで
（切手不要）

木曽福島局
承　認
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